
辻議員 電③③l   作成都罵 都南整傭罵 関④。電

賢間嬰雷 新藻サIt橋に聞李る要望書に姑し、筵鍼の

方々の思いをどω訣うに要劃す童めたのか。

答弁要脅

園囲函武庫線 |ま 、大阪府と‡妾続する東西幹線適路

であり、本市北部圭也域における交通の円滑イヒや、線南

防災機能の向童に資する適願 あります。

また、本事業fこおいて、現在建設中の新藻
'It橋

|ま、

平驚時にfま養也域の瀬j便性を高める滋匙もに、策薯時の

避難経蕗匙しでも重要恋役割を経つてしヽまサ。

こうしたことから、本市としヽたし諌して|ま 、新藻
'It橋を避轍経籐として、歩行者や臼転車が一亥もでも畢≦通

行したいという、と也域の曽様の「思し,ヽ 』を真摯に受け止

め、一国でも早しヽ僕用開始を目指して、事業に取り縄

んでいくととともfこ 、地域の皆様の要望を踏まえた、最

溢の協議についても、31き続き進めてましヽります。

以 重



遣議員 電③③星  作成善る罵 線南整備局  N⑤ t穏

覧間嬰雷 9月 嫉降、県産の準呼乙り嫁摩筵鬱状況は

どのよう|こ懃②電し`るのか。

答弁要旨

親在t異庁車黒逆tま 、適蕗としての本櫂的恋供罵開始

調に、新藻
'It橋

を歩行者や塵轍車だtすでも部分的に

通行でき恋しヽか馬造しヽつたことの検討を進め電おりま

音。

異体的に4ま馬食競側の軽腕適路4通信赫機を設竃時

期よ膠旱≦設置でき恋し`かや、信赫織を設署阻慧李隠か 、

行者や輿輯車が安全に堤隣適路を横断することが可

能かなど、安全麹策に関ずる検討を行つても`為通ころ

であります。      1
今後、これらの検討が進んだ段階で、交通管理者で

赫る警察と、都ノ刀ヽ的な通行が苛育とかどうかの協議を行

う予定としています。

以 垂



辻議員 l③③3   作成都罵 綿南整備島 関⑤Hl

驚聞要旨 新藻チ11橋を焚審時の選錐経籐造し電型1鰯

できる時期を、緊と調整をし電承せ懃しヽ鈴か。

答弁嬰雷 Ⅲ

免 t談 ど、申し上 |ずました滋おり、明在、新藻
'It橋

を避

錐経蕗とし電安全 I睡通行ずるこ滋が可能か襖討を進め

てもヽる逆ころで焼ります。

今後、警察との協議も必要と恋るこ産から、義時点

で通行弼籠憩時期を承亨轟とIま難しい匙考え電おり萩

すが、本南溢しヽたしまりても、地簸の普様の『思しヽ』fこ

応えられるよう、畢線に安全対策にF美珂する検討を進め、

方針を定め電ましヽりたしヽと考えております。

「     以 童



辻議員 1004   作成部島 資産統播局 髄③口鞠

質問要旨 園圏士也域のノ刀ヽ団器具庫の建替えについて、

優免 llし罠位や周辺の上土也の検討状況はどうか。

答弁要旨

/刀` 団器具庫の建替えにつきましては、老朽化のほ

か、待機室や トイレなどの設備がないものについ

て、優先的に対応を行う必要があると考えておりま

すが、一方で、設置場所につきましては、消防団の

受持ち区域内とする必要があります。

'そ
のため、お尋ねの園田地域の分団器具庫 |こ つき

ましては、現時点では、区域内での建替え用地の確

保はできておりませんが、壱Iき続き用地確保等の検

討を行つてまいります。

以 上



遺議員 1905   作成部局 資産統李舌局  NO関 魂
!

質問要旨 園圏ノ刀ヽ署跡士也の売却の判断時期はしヽつ頃を

考え電いるのか。

答弁要旨

園圏分署につきましてはti目園田東生涯学習プラ

ザ敷地に建替えを行い、令和 7年度の移転完了後に

現在の園田分署を除却することとしております。

そのため、跡地に係る対応につきましては、現施

設の除却を行う予定の令和 8年度までを目途に判断

してまいりたいと考えております。

以 上



辻議員 電006   作成部局 資産統括局 No口珂

質問要旨 園圃分署跡地の一部を消防団の器具庫とし

て活用することにつしヽ電の市の考えにつしヽて

答弁要雷

9月 議会でもご答弁申し上げたとおり、公共施設マネ

ジメントに係る取組につきましては、施設の建替えに伴

う相応の建設費や建設した際に借り入れた市債の償還

財源等が必要になりますことから、取組に伴い生じる土

地については基本的には売却し、必要な財源を確保し

ていくこととしております。

特に、消防施設の建替えにあたっては、仮眠室の個

室化などにより、施設規模は大きくなり、建設コストも増

加することから、財源の確保はより重要になつてまいり

ます。

そのため、園田分署の建替えに伴い生じる土地につ

きましても、売却を基本として考えておりますが、ご指摘

の園田地域の分団器具庫の建替えにつきましては、周

辺の土地の状況等を踏まえながら、引き続き用地確保

等の検討を進めてまいりたいと考えております。

以 _L



辻議員 珂③③フ  作成都局 都南整綸罵  N◎ ,竹

攘彗闘轟霧雷 禾ム撻全の奪覇′火了鈴窪争翼塾につしヽ電、裁量斑莞の)プ 窟 |よ

どの訣う懃支援の仕組みを戴捻電しヽるのか。

答奔要雷

鼈簸の力歿ぬヽら|よ、地元臼浩残の高齢鷲ヒ攣新規麹

入世静の減少惣潤こより、維持管理費用の捻議や意役

員のな呼手苓足|こ汰嘲、この該まで1ま圏丁会節を縫鶴管理

するこ逸が錐ししヽと倒つ電おり、奉ム適で赫つても、衝節を

新規 4こ設置修電厳ししヽで馬聯会灯そω毛のを蔀 tこ 弓1き勲

っく剪談ししヽ造しヽった要望を曼tす電ゐります。

以 止



辻議員 珂③③BH司 ③③鬱 作成都局 線南整傭島  N◎。司

覧聞要旨 翁細傘年度の制度構銀に膊即す電、調整を進

めてしヽるのか。また、具体飽な内容4ま 継うか。

答弁要雷

◇国の需ンケート調査つ親地調査を実施し、鐘元自

鶏会での縫絲管理の規状を把握し電しヽ重中で、桂や衝

灯の電競ができ電しヽ感しヽもの意どが見つか惨、地元塵

鶏会での経続的懃維持管理に課題が焼るこ造が分かり

該ひた。

また、聯袋灯が設直されてし|る私通ゆうち銘公道を相

完ずるよう悲適蕗1轟設置されてし`る地ωが約拳③斃赫る

ことから、でれらの町会灯がなく恋ることで市民生通に

大き恋誘響が飽ることがプ堀`かりました。

このようなことを踏まえ、令奉圏4年度向tすの事業滋して

|ま 馬プム`道を橋完するよう恋適路 |こ設置されている野会▼ス丁

tこ鴬ひて、電気綿金の低滅につながる～L睡 D『央了への交

擬譲たは新設李る豊用の一部を動成できる訣う調整を

行④電お甥泰萌。

以 垂



回

(梅山教育次長答弁)

辻議員 2001,2002 作成部局 教育委員会 NoB l

質問要旨 第 1 目の中学校給食の献立について、その

内容や決定に至った経緯、市内産米の活用はどうか。

答弁要旨

申学校給食は、学校給食法等関係法令に基づき、成長

期にふさわしい栄養バランスのとれた食事を提供する

とともに、旬の食材、地域食材など多様な食材を使用し、

給食を生きた教材として活用した食育を推進すること

としています。

中学校給食の献立につきましては、主食、副食の3品、

牛乳を基本とする中で、学校給食摂取基準、学校給食セ

ンタ∵での調理方法、価格、食材の組合せ、生徒の嗜好

などを配慮しつつ、小学校給食の献立内容なども参考に

作成した献立案に対して、学校長 日保護者 H給食主任で

構成する尼崎市立学校給食センター献立検討協議会に

おいてご意見を伺い、その後、献立で使用する必要な物

資の調達手続きや調整などを行い、献立内容を決定して

います。

(次のページに続亙)



ロ

Nor2

第 1 目の献立は、だしを味わう和食とし、できるだ

け多くの生徒が食べられるようアレィルギーに配慮する

とともに、可能な限り市内産の食材を使用するほか、

―新たに中学校給食がスター トする記念の意味も含め

た内容としております。

具体的には、主食のお米については、関係者と協議、

調整を行つた結果、市内産米を使用することとし、副食

には、慣れ親しんだ小学校給食の献立を活用し、A献立

が「とり肉のゆず香焼き」、B献立が「牛肉のしぐれ煮」、

和え物には市内産の小松菜と市の特産品である「尼の生

(なま)し ょうゆ」を使用した「小松菜のおひたし」、

汁物は削り節でだしを取り、「祝」の文字を入れた「な

ると」を使用した「ゆばのすまし汁」とし、デザー トに

は、卵や乳製品を使用していない「さつまポテト」とし

ました。

引き続き、令和4年 1月 12日からの中学校給食開始

に向けて準備を進めます。

以 史



(梅山教育次長答弁)

辻議員 2003 作成部局 教育委員会 No日 1

質問要旨 中学校給食におけるお米以外の市内産食材

、について、今後の活用に向けての調整状況はどうか。

答弁要旨

学校給食におけるお米以外の市内産食材の使用実績

は、小松菜、ほうれんそう、水菜といつた葉物野菜が主

であり、その使用については、各農家が小規模で、収穫

量が限られていることから、限定的となつております。

、新たに中学校給食が開始されますことから、小

中学校における各食材の使用状況や、市内産食材の生

産 g流通状況などを把握するとともにt関係機関と連携

の上、今後の活用に向けて、どのような工夫ができるの

か検討していきたいと考えております。  i
以 上

ハ
▼ ロ



撞議員 2004     作成都局 経済環鏡属 鵡③D玲

驚聞要雷 噂撃検給色の開始を契機逆越電馬南肉ω農

業|こ何か良い甕化が始られるこ滋〔ま発るか。

答弁要脅

市内の農業者から|ま馬「尾崎市の子どもたちが自ノ月ヽ

たちの鐘産した農産寺勿を給食で食べることは馬モチヘ

ーシ麹ンの向童になる』恋どの女子意的恋ご意見をしヽた

だしヽております。

また、今 の戸協崎産のお来を使うた給食に伴い、児園

童 凰生徒が南肉産の食材 |こ 関番を持つてもらえるよう、

農政都局におきまして『南肉庁生の船米が生産か ら給食

に提供されるまで」の軸画を作成 し、中学校給食のF汗司

始に併せて配信予定でござし`ます。

今後とも、孝女育委員会、JA兵庫六甲等と連携 し葱

がら、学校給食での市内芦生食材の活用による地産地消

の取 bジ 組みを進めてましヽりたしヽと考え電おります。

以 童



(選挙管理委員会委員長答弁)

辻議員 2005作成部局 選挙管理委員会   No.1

質問要旨

投票所において多くの待ち時間が生じた状況を把握し

ているか。また、投票せずに帰られた選挙人がいるなどの

報告はあつたか。、

答弁要旨

の衆議院議員総選挙の投票所におきましては、コ

園ナ禍での実施ということもあり、投票所によれば多くの

待ち時間が生じるなど には大
―

ヽ`

ぅ督,像 ぁ毛セととそ″η

をおかけしたことを、お詫び申し上げます。 ユ̀路くBれ卜とし、,衆く

△
フ 口

選挙管理委員会におきましても、期日前投票所や当日

の投票所によつては、多くの待ち時間が生じたことは把握

しております。                 
′

また、期日前投票所におきましては、「混雑しているた

め出直す」や「また投票日に行く」等とおつしやる選挙人が

いらつしゃつたことは把握しております。

以 上



(選挙管理委員会委員長答弁)

辻議員 2006作成部局 選挙管理委員会   No.1

質問要旨

当日の投票所でも投票システムを導入し、投票所を聞

違えた場合でも投票できるように改善する考えは。

答弁要旨

衆議院議員総選挙においては、市内に78投票区を設

けており、当日の投票所にシステムを導入したといたしま
湛

しても、選挙人は名簿に‐録されている投票所以外では

投票することができません。

以 上



(選挙管理委員会委員長答弁 )

辻議員 2007作成部局 選挙管理委員会 No.1

質問要旨

投票の運営において、改善する考えは。

答弁要旨

勿論、選挙管理委員会といたしましても、選挙人が投票

しやすい環境をつくることは、大切なことであると認識して

おりますので、費用対効果や、コ国ナ禍における対策など

を考慮したうえで、次 口 の選挙に向け、レイアウトなどを再

度検討しt改善に夕力叉めて参りたいと考えております。

以 上



(選挙管理委員会委員長答弁)

辻議員 200色 作成都局 選挙管理委員会   NpBl

質問要旨

記号式投票の導入など投票率の向上に向けた新ししヽ

取組を検討しているか。

答弁要旨

投票率の向上については、これといつた決め手はなく、

全国の選挙管理委員会の大きなI脳み事のひとつとなつて

おります。

しかしながら、「投票率を向上させるためには、選挙権

を得た年齢から10年間の投票者を増やすことが重要で

ある」と言われていることもありますので、記号式投票の

導入など、自新しい取組はございませんが、引き続き、若

者に対する選挙啓発をすることにより、少しでも投票率の

向上に繋げていきたいと考えております。

以 上


